
運転規制に適した風観測方法の提案
－風速計の取付け状況を評価する－
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 強風時運転規制を適切に行える風速計取付け位置の決定を支援します。
 現地での調査や風観測により線路構造物が風速値に及ぼす影響を評価します。

強風時運転規制に用いる風速計は、その取付け位置によっては風速を過大、あ
るいは過小に評価することがあります。そこで、線路構造物周りの風の流れに関
する研究成果を活用して、運転規制をより適切に行うための風観測方法（風速
計の取付け方法）を評価、提案します。

概 要

図１ 都市部や駅周辺に風速計を取付ける際の留意点

■運転規制をより適切に行うための風速計の取り付け位置に関する主な検討項目

図２ 駅舎の屋上や橋梁・高架橋に風速計を取付ける際の留意点

図３ トラス橋や既設柱に風速計を取付ける際の留意点

風観測に支障のある周辺の建物
や樹木と風速計との離れを調査し、
これらの影響を受けない風を観測
できる風速計の取り付け位置を提
案します。

建物の高さや屋上の構造、遮風体
となる線路構造物を調査し、これら
の影響を受けにくい風速計の取り
付け位置を提案します。

既設の部材や共架する柱を調査し、
これらの影響を受けにくい風速計
の取付け位置を提案します。
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